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2025年7月8日 村 文夫（Fumio Mura）
・OCPJ 運営委員
・DC Power Vil. 株式会社 代表取締役社⾧
・ディーレックス株式会社 取締役副社⾧
・九州大学 産学官連携本部 アドバイザー

AI/ML大容量ラックに対する±400Vdcの
状況と課題

- Diablo 400 PJT-

OCPJ Meet up, Summer 2025 資料

ディアブロ山は、北カリフォルニアのサンフランシスコ・ベイエリア東部
コントラスタ群にあるディアブロ山脈の山。（Wikipediaより）



- 本日の内容 –

１．Big Tech各社
直流給電をぞくぞくと開発スタート

２．Dialo 400 Project

３．今後の展開と新たな需要創出
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１．Big Tech各社

直流給電をぞくぞくと開発スタート
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Meta（Oct 16,2024）
Meta’s open AI hardware vision1にて±400V宣言!
現在、私たちのコラボレーションは、新しい分散型
パワーラックであるMount Diabloに重点を置いています。
これは、効率性と拡張性を高めるスケーラブルな400Vdc
ユニットを備えた最先端のソリューションです。

Microsoft（Oct 16,2024）
Azure Infrastructure Blogにて±400V宣言!
最初の分散型電源ラックは現在の 48Vdcエコシステムを
使用しますが本当の強化は400Vdc 電源分配によって
もたらされます。
400Vdc 配電および液冷バス・ソリューションの安全基準を開発します。

OCP Global Summit 2024（Oct 15,2024）
Rack＆Powerテクニカルセッションにて
Googleが±400V Rackを発表!
今後のAI/ML Applicationにて開発開始!
課題は、「アークフラッシュ」と「接地」である。
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Google・Meta・Microsoft 3社の展開
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「Diablo 400V」の課題

安全の課題:アークフラッシュと接地

Diablo 400 PJT でも特に接地についての課題・注意点
が多く記載されています。
しかし、私は既に12年間の唯一の実績があります。
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Nvidia 800Vdcを発表!
Nvidia（May 20,2025）

Nvidiaはホームページに800Vdcを公開
「NVIDIA 800 V HVDC Architecture Will Power the Next Generation of AI Factories」
Comptex2025にて800VdcのRackを発表！ 施設レベルで800V 

HVDCを導入すると、
安全性、規格、そして
従業員のトレーニング
において新たな課題が
生じます。NVIDIAと
そのパートナーは、
この移行を可能にする
ために、従来の変圧器
ベースとソリッド
ステート変圧器
（SST）
の両方のアプローチに
おける設備投資
（CapEx）
運用コスト（OpEx）
そして安全性への影響
について積極的に
研究しています。



２．Dialo 400 Project
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OCP 「Diablo 400V Project」SPEC公開!
May 30,2025

全29ページ
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1ラック 1メガワット!

ラック平均電力:800kW－1.1MW
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電圧精度はナローレンジ

±400Vdcは、大電力ラックの配電ロスを削減する目的!
再エネ接続などは意識していない!
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2つの接地方式
１．高抵抗中間点接地方式

２．ソリッドコンタクト中間点接地方式

中間点がソリッド接続（ゼロオームコンタクト）としてPEに接続される。

中間点は高抵抗中間点接地方式を介してPEに接続されています。
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その他のスペック（一部を紹介）
±400VDC配電バスバー

ラックには、+400V、-400V、およびコモンを配電する単一ゾーンの垂直3導体
バスバーが1本設置されます。このバスバーは、最大1.1MWの平均負荷電力に対応
できるように設計されます。

漏電検出器
漏電検出器は、ソリッド中間点接地または高抵抗中間点接地のいずれの場合でも実装
する必要があります。この構成要素は、ITラックへの各出力ケーブル/接続ごとに
実装する必要があります。中間点高抵抗接地の場合、GFDは電圧バランス検出回路を
内蔵する必要があります。

漏洩電流
HVDC電源ラックシステムの漏洩電流は、3.5mA（AC）および10mA（DC）を
超えてはなりません。

故障検出
故障状態に対する効果的な保護のため、地絡検出機能を備える必要があります。



３．今後の展開と新たな需要創出
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20年前から培ってきた直流給電技術を展開!

動画

DC Power Vil．Corporation

～ 安全技術について ～

5:17～9:04
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「データセンター需要と電力網の安定」を促進（国外）

米国のElectric Power Research Institute（電力研究所）
DCFlexイニシアティブ
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デジタル技術と電力インフラを統合しようとする国家戦略
デジタル変革（ビット）とエネルギー
変革（ワット）を掛け合わせた概念。
核心は、デジタルとエネルギーの
両分野を同時に変革することで効率的
かつ持続可能な社会の実現を目指す。

2030年までに約10兆円規模の市場創出
・デジタル経済の基盤強化
・カーボンニュートラル
・地方創生

ワット・ビット連携（国内）

電力需要（余剰電力）調整
・AIデータセンター

余剰電力設備にITリソースシフト。
・瞬時にお金に変える。投資を呼び込む。
・直流で電力損失低減:Bit/Wの価値を上げる。



安価
電力購入
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Container
AI Data Center

再エネ優先 コンテナAIデータセンター構想

再エネ優先グリッド
安定調整

Hyper scale
Data Centers

推論・学習
分離

工期1年以内
データセンター
15年問題解消

無制御
高効率・高信頼性

系統非連携

400Vdc

分散コンピューティング
＋ 分散エネルギー

上げDR

ITロードシフト

電力会社の負担軽減

安価で常用・非常用兼用

エネルギー
自給率向上

経済安全保障

国内

地域
密接

リユース・充放電サイクル

AC

予備率監視
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モビリティも! DC400V・800V

【AIデータセンター】
給電:DC400V

DC800V
機器:DC12V

DC48V

【モビリティ】
モーター:DC400V

DC800V
伝送系 :DC12V

DC48V

同じ直流電圧が選択されています

800Vdcアーキテクチャー
「バンク充電」21分で充電

IT × Mobility × DC Energy
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データセンターをエネルギー核とした直流マイクログリッド

データセンターは24時間365日安定電力消費。
平均負荷率25%、75%は余剰電力!
今後のデータセンターは地域との連携がとっても重要。

※当社独自作成

DC Power Vil．Corporation
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直流実証試験 見学会にお越しください。
糸島サイエンスビレッジ

世田谷直流ハウス

糸島滞在予定
7/9(水)～7/22(火)

8/14(木)～8/26(火)
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ディーレックス OCPに加盟

2025年 4月
OCP COMMUNITY
加盟

2025年 8月5日（台北）
APEC SUMMIT 2025
テクニカルセッション
発表予定

2025年 10月（Sanjose）
GLOBAL SUMMIT 2025
出展予定

DC Power Vil．Corporation
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OCP APEC SUMMIT 2025 in Taipei にて、発表してきます

DC Power Vil．Corporation

2025年8月5日
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世界最高水準のエネルギー効率

脱炭素社会の実現とスマート社会


